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論文及び審査結果の要旨 

現在、世界各地において自然災害の発生は増加傾向にあり、とくに気候変動が影響し

ていると思われる洪水や台風などの自然災害の発生数やその勢力は増大しつつある。と

くにアジア地域においては、自然災害の発生数やその人的、経済的被害は他の地域と比

較して突出している。自然災害へ最も脆弱であるのは貧困層だと言われており、貧困層

の自然災害への脆弱性の軽減及び被害からの復活力の育成は大きな課題である。 

 本研究はこのような問題意識のもと、コミュニティの自然災害への強靱性と被害から

の復活力を「コミュニティ・レジリエンス」と定義づけ、タイの都市部の貧困コミュニ

ティを対象に、アンケート調査、ヒアリング調査を行い、都市貧困コミュニティのレジ

リエンスに影響を与えている要因、要因間及び強靱性及び復活力と各要因の間の関係性

を明らかにすること、都市貧困コミュニティがレジリエンスを形成していく過程を明ら

かにすることを目的とした論文である。 

 第1章では、研究の背景、目的および構成を述べ、第2章では、関連する先行研究の包

括的なレビューを行っている。第3章では、バンコク及びパトゥムタニ県においてコミュ

ニティの「レジリエンス」を測るための指標をヒアリング調査により明らかにした。そ

れに基づいて、第4章と第5章においては、コミュニティのレジリエンス、すなわち強靱

性と復活力とそれに影響を与える要因について、バンコク及びパトゥムタニ県のそれぞ

れ4つ及び5つの近隣コミュニティにおいて、2011年のタイの大洪水時の被害状況や復興

について住民に対して合計200通のアンケート調査を行い、そこで得られたデータを相関

分析、マン・ホイットニーのU検定、共分散構造分析により分析を行った。第4章におい

ては、災害時のコミュニティの強靱性について、要因の分析と要因間、要因と強靱性の

関係性の分析を行い、第5章においては、コミュニティの復興についての分析を行った。

第4章と第5章の分析の結果、貧困コミュニティが洪水に脆弱な場所に位置しているの

は、より洪水被害の大きなパトゥムタニ県のみであること、貧困と災害による物的被害

には有意な関係性は見られるが、住宅の改善などの適応策を行うことにより被害は軽減

できること、物的な復興に関しても適応策が有効に働くこと、しかしながら収入面での

復興に関しては、普段からの経済状況や職業の安定性が大きく影響を及ぼすことなどを

明らかにした。第4、5章においては、コミュニティ内のつながりの強さやコミュニティ

外の組織とのつながりが、適応策の実行に影響を与えていることが明らかになったた

め、第6章においては適応策の実行能力とソーシャル・キャピタルの関係性と、貧困コミ

ュニティが適応策の実行を可能とするソーシャル・キャピタルを形成するプロセスを明

らかにするため、ナコンサワン市における「 Nakhon Sawan Community Development 

Organization」という都市貧困コミュニティのネットワークの事例研究を行った。事例

研究の結果、すべての適応策の活動の基本となっているのはローカルレベルのボンディ

ング・ソーシャル・キャピタルであるが、とくに国家レベルのリンキング・ソーシャ

ル・キャピタルが都市貧困コミュニティの適応策を可能にしていること、ナショナルレ



ベルのリンキング・ソーシャル・キャピタルを通じて、他のソーシャル・キャピタルと

のつながりを拡大させたことなどが明らかになった。以上の結果より、第7章において結

論として、都市貧困コミュニティにおいて災害への適応策の重要性、適応策を実施する

ための能力育成のためのソーシャル・キャピタルの重要性、逆にコミュニティ内の結び

つきの弱いコミュニティの脆弱性、都市貧困コミュニティの経済面における災害への脆

弱性などを指摘し、さらに貧困コミュニティを重層的にネットワークすることの災害に

対する有効性を指摘し、結論としてまとめている。 

 開発途上国における貧困コミュニティのレジリエンスについてはすでにいくつかの研

究が存在するが、とくに復興の時間を指標にし実証的な研究をした点、ソーシャル・キ

ャピタルをローカル、ナショナル、インターナショナルの3つのレベルに分けて分析を行

った点は新規性が高く、きわめて優れた成果と言える。 

 研究成果はすでに、英語による3本の第一著者の工学論文として投稿しており、うち2

本はすでに出版されており、学会からも高い評価を受けていると判断できる。 

 よって、本論文は、博士（工学）の学位論文として十分な価値があると認められるの

で、合格と判定された。 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


